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敬老の日
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」

全
国
各
地
で
お
祝
い
の
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
水
巻
町
内
で
は
七
〇
歳
以

上
の
か
た
が
、
千
五
百
四
十
二
人
お
ら

れ
、
各
地
区
で
、
区
長
さ
ん
を
中
心
に

婦
人
会
、
同
好
会
の
か
た
が
た
の
お
世

話
で
、
楽
し
い
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
猪
熊
で
は
、
昼
か
ら
ご
ち
そ
う

を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
、
工
夫
を
こ
ら

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。水

巻
音
頭
、
花
街
の
母
、
秋
田
甚
句

な
ど
唄
あ
り
、
踊
り
、
噴
子
と
お
と
し

よ
り
に
と
っ
て
楽
し
み
の
連
続
－
ま
た

子
供
た
ち
に
よ
る
詩
吟
に
は
、
さ
か
ん

な
拍
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。

お
と
し
よ
り
が
、
こ
の
日
だ
け
を
楽

し
い
目
に
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
が
楽

し
い
日
で
あ
る
よ
う
、
私
た
ち
が
真
剣

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町の人口
（8月禾現在）

人　口　　　　27，143人

男　　　　13，241人

女　　　　13，902人

世帯数　　　8，426世帯

転入176人　　出生　32人

転出141人　　死亡17人

（8月異動）

10月1日は国勢調査、みなさんのご協力を
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大

個
人
の
部

。
小
学
四
年
生

一
位
　
工
藤
　
誉
之

二
位
　
久
保
田
淳
之

。
小
学
五
年
生

一
位
　
江
頭
　
漢
哉

二
位
　
池
永
　
和
朗

。
小
学
六
年
生

一
位
　
中
村
　
真
二

二
位
　
大
塚
　
正
二

。
小
学
女
子

一
位
　
大
貝
さ
つ
き

二
位
　
富
永
　
美
樹

。
中
学
一
年
生

一
位
　
新
洞

二
位
　
江
頭

（
頃
末
）

（
頃
末
）

（
頃
宋
）

（
頃
末
）

（
頃
末
）

（
頃
末
）

（
猪
熊
）

（
伊
左
座
）

（
吉
田
）

（
頃
末
）

結
　
果

。
中
学
二
年
生

一
位
　
国
武

．
二
位
　
伊
東

。
中
学
三
年
生

一
位
　
原

二
位
　
小
野

。
中
学
女
子

一
位
　
十
亀

二
位
　
谷
川

意
智

智
延

裕
之

礼
一

典
子

和
美

（
伊
左
座
）

（
苫
田
）

（
子
田
〕

（
吉
田
）

（
伊
左
座
）

（
頃
末
）

－バ　レ　ーポ

さすがに姿勢昔い豆剣士たち

㊥　　　㊥　　　㊥
二一六二一五二一四

位位年位位年位位年
生　　　生　　　生

頃伊　吉　　　伊苦
左　　　机　　左

末座　　田　　　座田

～
水
　
　
泳
～

自
由
形
5
0
刑

。
四
年
生
男
子

一
位
　
沢
辺
　
幸
蔵
（
机
）

二
位
　
森
田
　
英
幸
（
頃
末
）

。
四
年
女
子

一
位
　
中
島
　
玲
子
（
頃
末
）

二
位
　
山
下
畢
生
恵
（
猪
熊
）

。
五
年
男
子

一
位
　
遠
坂
　
　
裕
（
机
〕

二
位
　
岡
　
　
直
養
（
机
）

。
五
年
女
子

一
位
　
渡
辺
　
珠
美
（
頃
末
）

二
位
　
竹
之
内
　
恵
（
机
）

。
六
年
男
子

一
位
　
森
田
　
敏
明
（
猪
熊
〕

二
位
　
坂
井
健
太
郎
（
頃
宋
）

．車重

±‾，二二三

、・芸…．－・推－′膚
雰囲気満点の応援団旗

。
六
年
女
子

一
位
　
譲
田

二
位
　
福
原

。
中
学
生

一
位
　
竹
内

二
位
　
武
下

平
泳
ぎ
5
0
研

。
四
年
男
子

一
位
　
岡

二
位
　
浜
田

。
四
年
女
子

一
位
　
三
浦

恵
子
（
机
）

浩
美
（
頃
末
）

利
夫
（
机
）

美
香
（
机
）

直
衡
（
机
）

嘉
博
（
伊
左
座
）

綾
子
（
伊
左
座
〕

五
年
男
子

一
位
　
波
佐
間
健
彦
（
伊
左
座
）

二
位
　
宮
本
　
　
徹
（
伊
左
座
）

差別のな納　心づ≪　と　町づ≪　　　　南中　毎　富田　錮



－　ツ　少　年　団　総
ス

ノ

五
年
女
子

一
位
　
大
川
ひ
ろ
み
（
机
）

二
位
　
局
　
小
百
合
（
頃
宋
）

六
年
男
子

一
位
　
浦
田
　
賢
治
（
机
）

二
位
　
鈴
木
　
　
明
（
頃
末
）

六
年
女
子

ｌ
位
．
花
本
智
代
子
（
机
）

二
位
　
山
田
幸
代
美

。
中
学
生

一
位
　
板
井
　
好
芙

二
位
　
井
上
　
孝
昭

混
合
リ
レ
ー

一
位
　
　
机
Ａ

二
位
　
　
頃
未
Ａ

（
伊
左
座
）

（
頃
末
）

（机）

）
目
に
見
え
な
い
ガ
ス
恐
怖

ｌ　雨にも負けずガンバルカッパたち

◆　打倒伊左座ファイターズを目標に各チーム

ハッスル

み
な
さ
ん
も
、
ご
記
憶
に
新
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
8
月
中
旬
静
岡
市
駅
前

の
地
下
街
で
ガ
ス
爆
発
が
起
り
、
死
者

1
4
人
、
重
軽
傷
者
9
9
人
も
の
大
惨
事
が

ね
こ
り
ま
し
た
。

ガ
ス
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
便
利
な
も
の
で
す
が
、
便
利
な
も
の

ほ
ど
そ
の
使
用
方
法
を
誤
る
と
大
惨
事

と
な
る
こ
と
を
こ
の
事
故
は
物
語
っ
て

い
ま
す
。
左
記
の
よ
う
な
ガ
ス
　
（
Ｌ
Ｐ

Ｇ
）
の
特
性
、
使
用
上
の
注
意
、
ガ
ス

も
れ
が
お
き
た
時
の
処
置
を
良
く
理
解

し
、
人
為
的
な
事
故
防
止
に
お
互
に
努

力
し
ま
し
ょ
う
。

㊥
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
特
性

。
無
臭
無
色
で
す
が
、
ガ
ス
が
減
少
し

た
時
に
臭
い
が
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

。
空
気
よ
り
重
い
の
で
、
低
い
所
に
た

ま
る
。

㊥
使
用
上
の
注
意

。
容
器
は
屋
外
の
直
射
日
光
の
当
ら
な

い
通
風
の
良
い
場
所
に
お
く
。

。
空
気
孔
の
調
整
を
し
て
赤
火
が
な
い

よ
う
に
す
る
。

。
青
い
ゴ
ム
管
は
石
け
ん
水
を
塗
っ
て

ガ
ス
も
れ
が
あ
れ
ば
す
ぐ
取
替
え
る

㊥
ガ
ス
も
れ
が
お
き
た
時
の
処
置

。
窓
や
ド
ア
を
あ
け
て
通
風
を
良
く
し

も
れ
た
ガ
ス
が
床
面
か
ら
な
く
な
る

ま
で
ホ
ー
キ
や
う
ち
わ
で
追
出
す
。

。
元
栓
や
容
器
弁
を
閉
め
る
。

。
販
売
店
や
消
防
署
（
1
1
9
番
）
に

す
ぐ
連
絡
す
る
。

住
宅
金
融
公
庫
貸
付

⑬⑫①野　　球⑬①⑫

決
勝
戦
は
、
五
、
六
年
生

と
も
一
点
差
を
競
う
熱
戦
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
伊
左

座
少
年
団
の
好
守
備
な
ど
で

一
点
差
を
守
り
、
両
学
年
と

も
優
勝
し
ま
し
た
。

。
六
年
生

一
位

二
位

。
五
年
生

一
位

二
位

伊
左
座

頃
　
末

伊
左
座

頃
　
未

集
中
豪
雨
に
よ
る
住
宅
被
災
の
か
た
へ

▼
対
象
者

。
家
屋
の
雁
災
の
程
度
が
5
－
割
以
上
あ

る
こ
と
。

。
家
屋
の
補
修
に
要
す
る
額
が
1
0
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
。

▼
受
付
期
間
　
9
月
8
日
～
1
1
月
2
9
日

▼
融
資
限
度
敬

。
木
　
造
　
　
6
3
0
万
円

。
補
　
修
　
　
3
2
0
万
円

▼
利
　
率
　
　
年
5
・
0
5
％

く
わ
し
い
こ
と
は
住
宅
金
融
公
庫
福

岡

支

所

（

蜃

0

9

2

・

7

1

2

・

5

5

5

5

）

ま

で

個
人
向
け
融
資

▼
受
付
期
間
（
予
定
〕

1
0
月
中
旬
か
ら
約
2
0
日
間

▼
対
象
者

坤
込
入
が
土
地
準
備
が
で
き
、
新
築

す
る
者

▼
融
資
限
度
額
　
4
9
0
万
円

▼
利
　
率
　
　
　
年
5
・
5
％

く
わ
し
い
こ
と
は
住
宅
金
融
公
庫
ま
で

9

月

1

0

日

　

号

。
か
し
尿
汲
取
り
の
注
意
″
の
な
か
で

⑤
番
目
に
雨
水
が
流
入
し
た
場
合
及
び

臨
時
汲
取
は
従
量
制
（
1
8
ｇ
、
1
2
0

円
）
と
あ
り
ま
し
た
が
1
8
ｇ
、
1
2
5

円
で
す
の
で
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す

。
前
号
1
ペ
ー
ジ
の
な
か
で
、
少
年
野

球
中
学
生
、
優
秀
選
手
の
氏
名
が
、
佐

瀬
英
治
（
吉
田
三
）
と
あ
り
ま
し
た
が

斉
藤
英
治
君
の
ぁ
や
ま
り
で
し
た
の
で

訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

すべての人間　みな平等　それが戦後の明るい社会
水中1年　日々谷健司

人権標語
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まずゆとり　草間距離にも　こころにも

よそ見運転はやめて

9　月　7　日　　立屋敷で

二

輪

車

は

特
に
注
意
を

交
通
安
全
推
進
協
議
会
で

安
全
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
配
布
な
ど

交
通
法
規
一
口
メ
モ

●
自
転
車
の
並
進
禁
止
（
道
路
交
通
法
第
十
九
条
）

自
転
車
に
乗
る
と
き
は

一
列
に
な
っ
て
走
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
列
以
上
で
並
進
す
る

と
　
二
万
円
以
下
の
罰

金
〕
と
な
り
ま
す
。

（
並
進
可
の
標
識
の
あ
る
瑚
合
は
よ
い
）

●
一
時
停
止
の
励
行
同
法
第
ｍ
十
三
条
）

自
転
車
で
あ
っ
て
も
自

動
車
と
同
様
、
一
時
停

止
の
標
識
が
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
一
旦
止
ま
っ

て
左
右
の
安
全
を
確
認

し
な
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

違
反
者
は
　
〔
三
カ
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
万
円

以
下
の
罰
金
）
と
な
り
ま
す
。

●
二
人
乗
り
禁
止
面
碧
雲
十
七
条
）

自
転
車
に
は
次
の
い
ず

れ
か
の
場
合
を
除
い
て

は
、
二
人
乗
り
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
十
六
歳
以
上
の
方
は
、

六
歳
東
浦
の
幼
児
一
人

に
限
り
来
車
設
備
の
あ
る

奉
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
幼
児
を
背
負
っ
て
い
る
場
合
。

違
反
者
は
（
一
万
円
以
下
の
前
金
又
は
科
料
〕
と

な
り
ま
す
。

電
話
加
入
権
の
公
売

町
で
は
電
話
加
入
権
の
公
売
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
1
0
月
1
6
日
　
1
0
時

▼
場
所
　
役
場
東
別
館
第
1
会
議
室

▼
公
売
数
量
　
1
台

▼
公
売
方
法
　
入
札

く
わ
し
く
は
役
場
収
納
係
ま
で

水
巻
水
道
管
工
事
綿
任
柏
術
瑞
試
験

㊥
受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
の
一
に
該
当
す
る
者

が
受
験
で
き
る

。
責
任
技
術
者
試
験
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
5
年
以
上
給
水
装
置
工
事

に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
者
（
た
だ

し
管
理
者
が
適
当
と
認
め
た
者
に
つ

い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

。
配
管
工
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
3
年
以
上
給
水
装
置
工
事
に
従

事
し
た
経
験
の
あ
る
者

㊥
申
込
み
　
1
0
月
3
日
～
1
1
日
ま
で
水

道
諌
（
郵
送
は
不
可
）
写
真
2

葉
（
4
α
×
3
戊
）
を
添
え
て

㊥
受
験
料

責
任
技
術
者
　
3
千
円

配
　
管
　
工
　
2
千
円
（
他
に
材
料

費
6
千
円
）

受
験
願
書
（
9
月
2
5
日
か
ら
配
布
）

及
び
く
わ
し
い
こ
と
は
水
道
課
ま
で

秋の交　通　安　全

9月21日－9月30日

水
巻
町
で
は
、
九
月
十

日
、
関
係
機
関
が
集
ま

り
、
交
通
安
全
推
進
協
議

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

折
尾
警
察
署
交
通
課
長

か
ら
管
内
の
交
通
事
故
状

況
報
告
が
さ
れ
、
町
内
で

の
事
故
の
多
い
こ
と
を
改

め
て
、
再
認
識
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
で
の
交

通
事
故
の
当
時
者
は
町
内

居
住
者
が
七
十
％
～
八
十

％
と
ほ
と
ん
ど
占
め
ら
れ

居
住
者
が
安
全
運
転
を
徹

底
す
れ
ば
、
町
内
で
の
事
故
が
激
減
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
協
議
会
で
は
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
の
啓
蒙
・
啓
発
活
動
を
通
じ

て
、
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
を
全
体
で

確
認
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
交
通
安
全
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
配

布
。
交
通
安
全
チ
ラ
シ
、
広
報

。
横
断
歩
道
・
街
頭
指
導

。
無
暴
運
転
追
放
の
協
力
要
請

交
通
法
令
講
習
会

▼
日
時
　
1
0
月
1
5
日
　
1
9
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

暴走の芽をつむ家庭のよいしつけ

第二次試験 第一次試験

配 技責 配 技責 種

別
管 術 管 術
工 老任 工 者任

場　 し 第 ／‾‾．－、
合雨10 10

日

時

掲 本 一 は天日 月
示 人 次 翌の30 29
板 あ 武

に　て 厳
禁 漂 嘉

望 努日 日

11　 9 12　 9
及 者 時　 時 時　 時
び に 30　30 30　30
役 対 分　 分 分　 分

水
道
に

一関
般す
知 る

面

接

試

実

技

試

（亘咤）
設給水
計水道
及装関
び置係
施工法

科

目識 験 旗 也⊥Ｊ
工事規

役 グ役

；均

ド横

役
東場 場

場
別
館 所

責
任
技
術
者
・
配
管
工
講
習
会

、

，1、

ヽ

Ｐ

一

．

Ｊ

㊥

日

時

　

1

0

月

2

1

日

・

2

2

日

9

時

3

0

分

～

1

7

時

㊥
場
所
　
役
場
東
別
館

㊥
科
目

。
2
1
日
午
前
の
部
　
町
の
水
道
事
情
に

つ
い
て
、
水
道
法
、
町
水
道
給
水
条

例
。
2
1
日
午
後
の
部
　
町
水
道
謀
指
定
エ

ー
．
、

．

　

ト

ト

　

ヽ

　

．

事
店
規
程
、
町
水
道
事
業
給
水
装
置

の
構
造
及
び
材
質
の
基
準
に
関
す
る

規
程
、
町
水
道
事
業
給
水
装
置
工
事

施
行
要
綱

2
2
日
　
技
術
関
係
講
習
会

な
お
受
講
料
は
無
料
で
、
テ
キ
ス
ト

は
希
望
者
に
当
日
配
布
（
代
金
5
千

円
）

広報に掲載した写真（白黒）はいつでもきしあげます一役場企画係まで
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1
0
月
1
日
は
国
勢
調
査

調

査

票

配

布

　

9

月

2

4

日

～

3

0

日

調

査

票

回

収

　

1

0

月

ｌ

日

～

5

日

十
月
一
日
付
で
全
世
界
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
今
年
は
前
回
の
調
査
よ
り
調
査
項
目
が
増
え
て

お
り
ま
す
。

特
に
「
勤
め
先
」
　
「
仕
事
の
種
類
」
の
柵
に
つ
い
て
は

く
わ
し
く
書
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
十
分
に

説
明
書
を
読
ん
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
調
査
票
が
届
か
な
い
家
庭

は
役
場
企
画
係
（
曾
2
0
1
・
4
3
2
1
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

ま
た
、
国
勢
調
査
に
お
い
て
記
入
内
容
に
つ
い
て
は
絶

対
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
調
査
員
に
、

見
ら
れ
た
く
な
い
方
は
、
調
査
員
か
ら
「
密
封
用
封
筒
」

を
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
こ
れ
に
調
査
票
を
入
れ
、
密
封
の

う
え
調
査
員
に
お
渡
し
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
調
査
票
は

密
封
さ
れ
た
ま
ま
役
場
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

｛
ゾ

都
市
計
画
、
公
営
住
宅
、
宅
地
造
成
　
区
行
政
監
察
局
、
行
政
相
談
課
｛
曾
0

な

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

9

2

・

4

3

1

・

7

0

8

1

）

ま

で

行
政
相
談
制
度
の
問
合
せ
は
九
州
管

引
揚
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た

通
貨
・
証
券
等
を
返
還
し
ま
す

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
万
が
、
上
陸
地
の
税
関
（
海
運
局

）
等
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

は
、
上
陸
地
を
所
轄
し
て
い
る
税
関
が

保
管
し
て
お
り
ま
す
。

門
司
税
関
で
は
、
門
司
、
博
多
、
仙

崎
港
で
上
陸
さ
れ
た
方
の
、
通
貨
、
証

券
等
を
保
管
し
て
お
り
、
従
来
か
ら
こ

れ
ら
の
早
期
返
還
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
ま
で
返
還
請
求
の
な
い
も
の

が
相
当
数
残
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
引
取
り
の
済
ん
で
な
い
方
は
、

早
急
に
返
還
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

返
還
の
申
し
出
は
本
人
ば
か
り
で
な

く
、
家
族
の
万
で
も
結
構
で
す
か
ら
心

あ
た
り
の
方
は
左
記
に
問
合
せ
下
さ
い

門
司
港
湾
合
同
庁
舎
・
門
司
税
関
監

視

部

（

曾

3

2

1

・

3

0

3

1

）

ま

で

老
人
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

行
政
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

行
政
相
談
　
へ

行
政
相
談
制
度
は
、
あ
な
た
の
た
め

に
国
が
設
け
た
制
度
で
す
。

役
所
な
ど
に
か
か
わ
る
仕
事
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
／
　
こ
う
し
て
ほ
し

い
／
　
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
／
　
こ

れ
で
は
困
る
／
　
な
ど
の
と
き
に
行
政

相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

き
た
る
1
0
月
1
2
日
か
ら
1
週
間
「
行

政
相
談
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

水
巻
町
で
も
、
こ
の
主
旨
に
そ
っ
て

次
の
と
お
り
「
行
政
相
談
」
を
行
い
ま

す
の
で
、
行
政
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
。

▼
日
　
時

▼
場
　
所

▼
相
談
員

1
0
月
1
4
日
（
火
曜
）

9
時
～
1
5
時

町
民
会
館
日
本
間

行
政
相
談
委
員

我
が
国
人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、
核

家
族
の
増
加
傾
向
が
著
し
く
進
行
す
る

な
か
で
、
本
町
の
七
十
歳
以
上
の
老
人

の
か
た
が
千
五
百
四
十
二
名
お
ら
れ
ま

す
。こ

の
な
か
で
、
一
人
暮
ら
し
老
人
・

夫
婦
暮
ら
し
、
ま
た
永
年
病
床
で
介
護

を
受
け
て
い
る
ね
た
き
り
老
人
の
か
た

な
ど
が
激
増
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
お
年
寄
り

の
状
況
」
を
把
握
し
、
社
会
福
祉
推
進

の
基
礎
資
料
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協

み
ん
な
で
　
つ

議
会
と
民
生
委
員
協
議
会
協
同
で
、
該

当
世
帯
の
か
た
に
つ
い
て
、
地
区
担
当

民
生
委
員
が
お
伺
い
い
た
し
、
実
態
調

査
を
し
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

㊥
調
査
事
項
　
家
族
・
親
族
・
生
活
∵

収
入
・
健
康
の
状
況
、
動
作
の
自
立

性
、
介
護
者
の
有
無
、
住
居
の
状
況

㊥
調
査
期
間
　
9
月
2
5
Ｒ
Ｔ
（
1
0
月
3
1
日

㊥
対
象
世
帯
　
6
9
歳
以
上
の
老
人
の
お

ら
れ
る
世
帯

く

　

る

▼
相
談
内
容

恩
給
、
年
金
、
登
記
、
戸
籍
、
公
害

防
犯
、
環
境
衛
生
、
消
費
生
活
、
教

育
、
文
化
財
、
保
険
、
電
信
、
電
話

㊥
書
　
道

文
化
祭
作
品
募
集

。
装
丁
は
、
額
入
、
軸
物
で
坂
巻
は
不

。
漢
字
、
か
な
、
近
代
詩
文
な
ど
で
一
　
可

人
2
点
以
内

。
作
品
は
審
査
せ
ず
、
出
品
者
に
は
参

加
賞
を
贈
り
ま
す

。
搬
入
は
1
0
月
2
8
日
ま
で
教
育
委
員
会

へ

㊥
俳
　
句

。
当
季
雑
詠
　
五
句

．
。
投
句
締
切
　
1
0
月
9
日
ま
で

。
投
句
先
　
役
場
開
発
課
　
田
中
博

幸
ま
で

。
選
　
者
　
　
藤
本
春
秋
子
先
生

㊥
短
歌

。
雑
　
詠
　
一
首
を
ハ
ガ
キ
で

。
投
句
締
切
　
1
0
月
2
5
日
ま
で

。
投
句
先
　
　
町
教
育
委
員
会
ま
で

被
災
に
あ
わ
れ
た
方
は

納
税
の
減
免
な
ど
が

こ
の
た
び
の
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
や

家
財
な
ど
の
資
産
に
つ
い
て
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
万
は
、
納
税
額
の
軽
減
免

除
や
納
期
限
の
延
長
、
納
税
の
猶
予
が

で
き
ま
す
。

該
当
者
は
、
早
め
に
若
松
税
務
署
（

曾

7

6

1

・

2

5

3

6

）

ま

で

に

ご

相

談
下
さ
い
。

西
日
本
国
際
玩
具

食
品
見
本
市

会
場
に
は
、
外
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
特
徴
あ
る
玩
具
と
食
品
を
展
示
し
、

あ
わ
せ
て
即
売
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
の
新
し
い
情
報
交
換
の

場
と
し
、
料
理
・
育
児
・
オ
モ
チ
ャ
な

ど
の
相
談
室
も
設
け
ま
す
。

▼
展
示
期
間
　
1
0
月
2
2
Ｒ
Ｔ
（
1
1
月
4
日

▼
場
所
　
西
日
本
総
合
展
示
場
（
小
倉

北
ロ
か
ら
徒
歩
5
分
）

▼
前
売
入
場
券
　
9
月
3
0
日
ま
で
役
場

企
画
係
ま
で
、
大
人
1
4
百
円
（
当
日

6
百
円
）
～
香
港
醜
行
が
あ
た
る
～

地域の　力で　石炭六法　の強化延長　を／



棚酬冊　昭和5年9月筋目　Ⅲ冊冊冊冊冊冊Ⅲ冊冊　戯叫ｄ齢我戴き（6）

小
児
マ
ヒ
予
防

生
　
ワ
　
ク
　
チ
　
ン

▼
対
象
児
　
生
後
3
か
月
～
4
8
か
月
の

乳
幼
児
で
、
ま
だ
一
度
も
服
用
し
て

な
い
子
及
び
一
回
だ
け
し
か
服
用
し

て
な
い
子
（
生
ワ
ク
チ
ン
は
2
回
の

ん
で
完
了
で
す
）
。
3
か
月
～
1
8
か

月
の
間
に
の
む
の
が
望
ま
し
い

▼

日

時

　

1

0

月

9

日

　

1

4

時

～

1

5

時

▼
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
注
意
事
項

。
問
診
票
を
必
ず
前
日
ま
で
に
役
場
衛

生
係
に
と
り
に
く
る
。
捺
印
も
忘
れ

な
い
こ
と

。
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と

。
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
る
こ
と

▼
次
に
該
当
す
る
子
供
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん

熱
が
あ
る
、
下
痢
を
し
て
い
る
、
ｌ

年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
、

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
は
し
か
な
ど
の

予
防
注
射
を
受
け
て
1
か
月
以
上
経

過
し
て
な
い
。
は
し
か
、
お
た
ふ
く

風
、
水
痘
、
風
疹
に
か
か
っ
て
ｌ
か

月
以
上
経
過
し
て
な
い
。

心
酎
な
点
は
主
治
医
に
ご
相
談
を

療

　

育

　

相

　

談

幼
児
で
こ
と
ば
が
で
な
い
、
心
の
発

達
な
ど
心
配
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
御

相
談
下
さ
い
。

▼
日
　
時
　
9
月
2
9
日
　
1
0
時
～
1
1
時

▼
場
　
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
児
　
5
歳
ま
で
の
幼
児

母
子
健
康
手
帳
交
付

▼
日
時
　
1
0
月
6
日
、
2
0
日

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

1
0
時
ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
こ
と

1
歳
6
か
月
健
康
相
談

▼
日
　
時
　
1
0
月
6
日
、
2
0
日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
　
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
児
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か

月

▼
内
　
容
　
身
長
、
体
重
、
計
紺
、
食

事
、
し
つ
け
な
ど
の
相
談

1
0
月
の
加
配
ご
腎
談

▼
日
時
　
1
0
月
9
日
、
1
6
日
、
2
3
日
、

3

0

日

　

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館
（
月
本
間
）

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
調
停
相
談
会

▼
日
時
　
1
0
月
7
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
折
尾
簡
易
裁
判
所
内
折
尾
調

停
会
館

▼
相
談
内
容
　
土
地
、
建
物
、
金
銭
貸

借
、
売
買
、
交
通
事
故

相
談

相
談
は
無
料
で
す
。
く
わ
し
く
は
折

尾

簡

裁

（

食

6

9

1

・

0

2

2

9

）

ま
で自

衛

官

募

集

陸
、
海
、
空
の
自
衛
官
（
2
士
）
を

募
集
し
て
い
ま
す

▼
資
　
格
　
1
8
歳
～
2
5
歳
の
男
子

▼
申
込
み
　
随
時
役
場
及
び
芦
屋
基
地

募
集
事
務
所
（
曾
0
9
3
・
2
3
・

0

9

。

0

1

・

内

線

3

4

8

）

ま

で

八

幡

職

業

訓

練

生

募

集

▼
講
習
料
　
溶
接
、
板
金
、
機
械
、
電

気
工
事
、
鋳
造
、
製
躍
科
な
ど
．

▼
訓
練
時
間

土
、
日
曜
及
び
平
日
夜
間
　
1
2
時
蘭

～
8
0
時
間
程
度

問
合
せ
及
び
申
込
み
は
八
幡
総
合
高

等
職
業
訓
練
校
（
曾
6
4
1
・
6
9
0

9
）
ま
で

行
政
書
士
法
の

一
部
　
改
　
正

9
月
1
日
か
ら
行
政
書
士
が
次
の
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

。
官
公
署
に
対
す
る
書
類
提
出
手
続
の

代
行
業
務
～
書
類
作
成
よ
り
、
官
公

署
が
書
類
を
受
理
す
る
ま
で
の
行
為

を
依
頼
人
に
代
っ
て
行
う
こ
と

。
書
類
作
成
に
つ
い
て
の
相
談
業
務
～

書
類
作
成
に
つ
い
て
の
必
要
性
の
可

否
判
断
、
ま
た
は
、
手
続
に
必
要
な

条
件
、
添
付
書
類
等
の
説
明
や
書
類

作
成
の
目
的
、
根
拠
、
要
領
等
に
つ

い
て
の
相
談
、
助
言
等

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。ご冥福をお祈りいたします。

吉　田　三　　故石塚イサミ殿　石塚　啓二殿

吉　田　三　　　故岡松パルコ殿　　岡松　秀雄殿

二　町　住　　　故河内　夕子殿　　河内　八郎殿

頃　　末　　故久保田正道殿　久保田マス子殿

机　社　宅　　　故奥村　友一殿　　奥村　春一殿

10月のし尿汲取予定日

1日　頃未（1、4、7、16区）、猪熊
2日　頃末（1、2、3、7、10区）

林住宅、垣添、猪熊

3日　猪熊、唐熊（頃末22、23区）、鯉口
（吉田二6区、吉田三5区）

4日　鯉口（吉田三2、5、6区）、
新生街（山ノロ団地）、頃末（15、
25区）勧輪地（宮田三1、2区）、
猪熊、唐熊（22、24区）

6日　鯉口（吉田三1、2、3、5区）、
猪熊、御輪地、車返し（吉田三6、
11区）、15日まわり

7日　頃末（5、12、13区）、緑風園、
頃未（18区）、松栄荘

8日　頃末（5、1213区）中央区（頃末
17、19、20、21区）、松栄荘、美吉野

9日　小型（下二、立屋敷、伊左座）、
古賀、新生街、中央区（頃宋9、10、
20、21区、みずまき苑）、美吉野

11日　美吉野、古賀、机、片山、川端通
り、小型（本村、二、下二）

13日　小型（二、宮尾、御輪地）古賀区、
高松区、樋口卯月、大橋、県道筋（吉
田二3、5、6区）ヌメリ石、宮尾
本村

14日　月夜待（吉田一3区）小型（車返し、
宮ノ下）、大橋、県道筋（富田二、3、
4、6、9区）イワゼ町住

15日　樋口、二町住、下二町住、小型（
宮ノ下、机社宅）

16日　頃末（6、11、14区）、吉田団地
（37－43、46～52棟）、二町住、商

店街（吉田一3区）

17日　頃末（6、11、14区）、古賀区（梅
ノ木団地側）吉田団地（44、45、19
～22、28－36、53－57、94－101棟）

18日　猪熊、吉田団地（3～6、8－10、
16～18、24～27、60～65、83－85、

103｝113棟）

20日　猪熊町住、吉田団地（1、2、7、

1’1－15、67－71、36～93、76－82、

105、108棟）

21日15日まわり、古賀県住、吉田団地

（72、73分譲）下ニ（1、2、3区）

22日　二、野間町住、本村

23日　二（6区）、伊左座

24日　伊左座（3、5区）、幼稚園通り

（二、1、2区、双葉荘、下二、4、

10区）

25日　幼稚園通り（伊左座3、5区、下

二5、6、7区）

27日　みずほ団地、梅ノ木区

28日　みずほ団地、梅ノ木区

あ　な　た　の役場です　電話　201－4321番
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